
がん発症と治験開始

2011年 8月 健康診断で肺に白い影

2011年 9月 近畿中央胸部疾患センターで精密検査

2011年10月 非小細胞肺癌ステージ４宣言

2011年11月 近畿大学病院に転院，治験開始
ファイザー製薬分子標的薬クリゾチニブ（ザーコリー）

2012年 春 腫瘍縮小，胸水消滅



転移

2014年 4月 娘の大学入学式に同伴
翌日 脳転移/転移性多発脳腫瘍と告げられる。

全脳照射を勧められるが，定位放射線治療を希望する。

神戸のがんセンター，大阪の大学病院で断られる。
新百合ヶ丘総合病院に辿り着く。
サイバーナイフ治療開始



2015年 9月 息子の高校野球の試合応援
骨転移，リンパ節転移，横隔膜転移

2016年 9月 新たな治験開始
ファイザー製薬分子標的薬ロルラチニブ
全ての腫瘍が縮小

2018年 9月 ロルラチニブが世界に先駆け，
ローブレナとして承認される。

新たな治験



2020年 9月 放射線脳壊死，近畿大学病院で開頭手術

2022年 3月 治験終了，保険適応の一般治療となる。

2020年 4月 娘とバージンロードを歩く。

現在 6週間に1回のペースで，検査と薬の処方のために通院
ローブレナは毎晩一錠の服用を継続中

治験終了と現在
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